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鹿児島農総セ研報(耕種)第4号 2010・23-31 [23] 

青果用サツマイモ「ベニサツマ』の食昧に関与する要因の解明

久米隆志・池田健一郎判.松崎哲士・柏木伸哉*2 

要約

青果用サツマイモに対しては，近年，外観品質に加え，良食味へのニーズが高まっている.そこ

で，食味への影響が大きい「甘さ」に関与する要因をいもの内容成分と施肥量から解析した.

施肥量の増加によって，生いもの8 アミラーゼ活性が高まり，蒸しいものマノレトース含量が増

加し，いもの食味(甘さ)が向上した.また，生いものでん粉含量が高いほど蒸しいものマノレトー

ス含量が増加した.

施肥量が同じでも，土壌の種類など栽培条件により 8ーアミラーゼ活性は異なった.地力の高い

土壌では，施肥増による食味向上に対する効果は明らかでなかったが，地力の低い士壌では，標準

施肥量の 2倍施用により，でん粉含量が増加し s アミラーゼ活性が高まり，食味が向上した.

キーワード:甘さ，施肥，でん粉含量，s アミラーゼ、活性，マノレトース
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鹿児島県のサツマイモは，栽培面積14，000ha，生産量

約40万トンのいずれも全国 1位を占める (2008年)川主

要畑作物である.生産量の内訳はでん粉原料用と焼酎用

がそれぞれ約4割を占めている.でん粉の輸入自由化に

伴い，でん粉原料用から青果・加工用サツマイモへの転

換が求められているが，本県のサツマイモにおいて，青

果用サツマイモの占める割合は栽培面積で約 9%，生産

量で約 5%にとどまっている 5) 青果用サツマイモの栽

培面積および生産量を高めるためには，形状や皮色など

の外観品質や内容品質を高め，かっ品質にバラツキがな

いように，市場評価を高める必要がある.

青果用サツマイモに対する形状や皮色などの外観品質

と栽培環境や栽培法との関係については，脇門らmカミ黒

ボク，シラス士への赤ホヤ，砂の混合でいもの品質が向

上すると報告しているほか，これまで多くの報告')， [札口)

がなされている.一方，いもの内容品質については，武

田ら [6)がでん粉価と糖含量を高めるため，収穫前に低水

分で栽培すること，犬飼ら3)が低地温で栽培した場合，

マルトース含量が高まることなどを報告している.これ

らの報告は，栽培法の改善でサツマイモの食味が向上す

ることを示唆している.

近年，青果用サツマイモに対しては，外観品質だけで

なく良食味に対するニーズも高まっていることから，本

県の特徴的な土壌において，青果用サツマイモの食味向

(連絡先)農産物加工研究指導センター

* 1 現熊毛支場 * 2現農産園芸課

上のための栽培技術の改善方法を検討した.

z高系14号'の選抜系統である「ベニサツマ」は，肥

大が早いため，早掘に向く比較的甘いサツマイモで，本

県青果用サツマイモの栽培面積の80%を占めている.そ

こでベニサツマJを用いて，甘さ，食感，肉質，香

りなど食味に関与する要因のうち甘さJに関与する

要因をいもの内容成分と施肥量，主に窒素施用量との関

係から解析したので報告する.

試験材料および方法

1 土壌の種類および施肥量の違いがいもの内容品質お

よび食味に及ぼす影響

供試材料は， 2004年から2006年の 3カ年，鹿児島県農

業開発総合センタ一大隅支場内のほ場で，異なる土壌お

よび施肥条件で栽培された「ベニサツマJを用いた.す

なわち，サツマイモ連作黒ボク土壌(以下，黒ボク土区

と略す)と 10年以上作付けのない黒ボク+赤ホヤ混層土

壌(以下，混層士区と略す)の 2ほ場に，窒素成分で施

肥量0.0(無施肥)， 0.4 (標準施肥)， 0.8 (2倍施肥)， 

1. 2 (3倍施肥)kg/ aの4段階を設けた. 2004， 2005年

は配合肥料(窒素4%，リン酸20%，カリ 9%)を用い，

2006年は配合肥料(窒素 5%，リン酸15%，カリ 15%)

を用いて，全量基肥で施用した.

耕種概要は，畦幅80cm，株間35cmの黒マルチ栽培で，

2004年の植付期は4月22日，収穫期は 8月18a， 2005年
は4月25日植付， 8月24日収穫， 2006年は 5月 2a植付，
9月4日収穫で，いずれの年次も挿苗後120日前後で収

穫した.収穫したいもは15
0
Cで定温貯蔵した.
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ナー法で窒素無機化量を測定した.

鹿児島県農業開発総合センター研究報告(耕種部門)第4号

内容成分の分析は，収穫貯蔵後，概ね10~14 日経過後

に，各区2反復 1区6個体で行った.蒸しいもは蒸気

式蒸し機(アイホー製型式:ST-51H)で40分間蒸煮した

[24J 

果

土壌の種類および施肥量の違いがいもの内容品質お

よび食味に及ぼす影響

(1)サツマイモの生育・収量

結

1 後，分析に供した.

水分は， 105
0

C150分乾燥法で測定し，糖(フルクト

試マノレトース)

料をホモジナイズしたのち， 80%エタノールで抽出し，

は，スクロース，グJレコース，ース，

2004年各土壌区の施肥量ごとのつる重を図 1に示す.

は黒ボク士区の無施肥で224kg/a ，標準施肥で259kg/a ， 

2倍施肥で331kg/a ， 

混層土区では，無施肥201kg/aから 3倍施肥433kg/aの

3倍施肥区で366kg/aであった.

HPLCで定量した.分析カラムはAsahipakNH2Pを用いた.

上記抽出残さを塩酸で加水分解後， DNS でん粉含量は，

法1)でグノレコースを定量し， 0.9を乗じた.

蒸しいもの食味官能試験は，農業開発総合センター 2005年のつる重は2004年に比べ，いずれ範囲にあった.

黒ボク土区で219~282kg/a ，混層土区で72の区も軽く，対照区に対して，甘さについては+2職員で実施し，

特に混層土区の無施肥のつる重が軽かっ~250kg/ aで，(良(甘くない)，食感については+2

総合評価については，

(甘い)から 2 

2006年は黒ボク土区で175~313kg/ a ，混層土区で

2005年と同程度のつる重であった.

た.おいしさから-2 (悪い)， い)

36~210kg/ aで，(おいしくない)カミら -2(おいしい)と称して+2

2004 

黒ボク土区の無施肥で、269kg/a ，標準施肥で300

3倍施肥区で291kg/aで2倍施肥で、288kg/a ， 

あった.混層土区では，無施肥で、256kg/a ，標準施肥で

各土壌の施肥量ごとの上いも収量を図 2に示す.

年は，

kg/ a ， 

までの 5段階で評価した.

つるおよびいもの全窒素含量は， 105
0

C乾燥後，ウイ

レー型粉砕機で粉砕し，硫酸一過酸化水素で湿式分解剖

後，水蒸気蒸留装置で測定した.

3倍施肥で344kg/aで

黒ボ、ク土区で236~257

2倍施肥で354kg/a ， 

あった.2005年の上いも収量は，

252kg/ a ， 

いもの食味(甘さ)に関与する要因の解析

いもの食味，特に甘さに関与する要因解析のため，

2 

2006年は黒ボク士区混層土区で183~290kg/ a ， kg/ a ， 

で、 188~247kg/a ，混層土区で、102~264kg/ aであった.生いもので窒素施用量と生いものでん粉含量の関係，

ん粉含量と蒸しいものマノレトース含量との関係，窒素

施用量と生いものs-アミラーゼ活性との関係，

アミラーゼ、活性と蒸しいものマノレトース含量との関係

。
について分析した.

いもの 8ーアミラーゼ活性は， Mori taら引の方法

抽出液を遠心分離すなわち，を改変して測定した.

10分)後，得られた上清を酢酸緩衝液

で希釈したものを粗酵素液とした.可

溶性澱粉 2gを100mlのO.lM酢酸緩衝液 (pH5.0) に

(10， OOOrpm， 

(50mMpH5.0) 

図 1 各土壌区の施肥量とつる重
注1)実施年度，土壌の種類内で呉符号聞にはTukeyの多重検定により 5%の危険串で有意差有り
2)パ}は標準偏差を示す

溶解したものを基質とした.基質0.25mlに粗酵素液

0.25mlを加え， 37"Cで10分間反応させ，生成したマ

1分間に 1μMのマノレ

トースを生成する酵素量を 1uni tとした.

ルトースをDNS法で定量した.

(
6
¥
国
訓
)
咽
ぎ
ず
J4i

また，ほ場の地力といもの甘さの関係を明らかにす

土壌や栽橋条件の異なる県内産地からサツマ

イモとその栽培土壌を収集し，

200 るため，

1∞ ほ場試験の黒ボク士区，

土壌の可給態窒素と s-アミラー混層土区も併せて，

図 2 各土壌区の施肥量と上いも収量
注1)実施年度，土壌の種類内で異符号間にはTukeyの多重検定により5首の危険串で有意差有り

2)パーは標準偏差を示す

ゼ活性との関係について調査した.

土壌の種類は，多腐植質黒ボク土，腐植質黒ボク土，

淡色黒ボク土，赤ホヤで，さらに黒ボク土や赤ホヤを天

地返したほ場である.

土壌の可給態窒素は， 25
0

Cで4週間培養後にプレム



久米ら-青果用サツマイモ「ベニサツマj の食味に関与する要因の解明

表 1 施肥量，土壌の種類および試験年次ごとのいもの内容成分

年 水分 糖含量%
土壌の種類

次 % プノレクトース スク口一ス マノレトース 合計
十グルコース

甘味度

[25] 

生

でん粉含量%

蒸し

(主効果)
黒ボク土
混層土

有意差検定

62. 3b 
69. 3a 

1. 38b 
1. 75a 

1.80 10.0 a 13.2a 
1.74 7.78b 11.3b 

8.47a 
7.66b 

29.8a 
21. 3b 

** ** 
2
0
0
4
 

** キ ** 

19.1a 
14.6b 

** ** 
N O.Okg 
N 0.4kg 
N 0.8kg 
N 1. 2kg 

68. 3a 
65.9b 
64.4c 
64.6bc 

1. 85 
1. 67 
1. 29 
1. 44 

1. 55b 
1. 83ab 
1. 95a 
1. 74ab 

7. 51c 
8. 59b 
9.90b 
9. 62ab 

10.9c 
12. 1b 
13. 1a 
12.8ab 

7.34c 
8.09b 
8. 57a 
8. 25ab 

23.2b 
25.2ab 
26.8a 
27.1a 

* ** ** ** ** 有意差検定 i 材

(交互作用効果) I 
黒ボク土O.Okg 63.6 1.47 
" 0.4kg 62.7 1.55 
" 0.8kg 61. 8 1. 14 
H1.2kg 61.2 1.37 

混層士O.Okg 73.0a 2.24 
" 0.4kg 69. 1b 1. 80 
" 0.8kg 67.0b 1. 44 
" 1. 2kg 68.0b 1. 52 

有意差検定*

(主効果
黒ボク土 61. 1b 1. 33b 
混層土 66.8a 1. 92a 

有意差検定** ** 

1.72 9.39 12.6 
1.81 9.78 13.1 
1.89 10.6 13.6 
1.77 10.4 13.5 

1.36 5.64 9.3c 
1.84 7.40 11.0b 
2.02 9.22 12.7a 
1.72 8.84 12.1a 

15.8 
17.2 
17.0 
17.3 

8.13 28.8 18.8 
8.50 29.2 19.0 
8.65 30.3 18.6 
8.59 30.8 19.9 

6.55b 17.7 12.7 
7.67a 21. 1 15.5 
8.48a 23.3 15.4 
7.92a 23.3 14.7 

** 

2.49a 9.96a 13.8a 
1.61b 6.62b 10.2b 

** ** ** 

** 

9.87a 28.8a 18.9a 
7.72b 22.7b 15.9b 

** ** ** 
67. 1a 
63. 7b 
62.4b 
62.8b 

2. 12a 
1. 62b 
1. 51b 
1. 27b 

2.15 
2.03 
1. 99 
2.03 

6.29b 10.6b 
7.20b 10.9b 
9.75a 13.3a 
9.90a 13.2a 

有意差検定** ** 
(交互作用効果) I 
黒ボク土O.Okg I 61. 1 1. 43 
" 0.4kg 61. 6 1. 56 
" 0.8kg 60. 3 1. 17 
" 1. 2kg 61. 6 1. 17 

** ** 

2.57 9.42 13.4 
2.34 9.85 13.8 
2.47 10.4 14.0 
2.57 10.2 14.0 

8.60 
8.25 
9.25 
9.09 

22.2b 
25.3a 
27.8a 
27. 7a 

16. 3 
18. 3 
17.9 
17.2 

9.86 
9. 88 
9.84 
9.92 

** 

28.0 19.8 
27.9 18.4 
30.2 19.6 
29.0 18.0 

混層土O.Okg
JI 0.4kg 
" 0.8kg 
JI 1. 2kg 

73.2a 
65.8b 
64.4b 
64.0b 

2.80a 
1. 67bc 
1. 86b 
1. 36c 

1. 72 
1. 72 
1. 51 
1. 49 

3.15b 7.68b 
4.55b 7.94b 
9. 15a 12. 5 a 
9.60a 12.5 a 

有意差検定** * 
(主効果
黒ボク土 63.6b 1. 81b 
混層土 67.5a 2.05a 

有意差検定

2. 59 
2.74 

7.33 
6.62 
8.67 
8.25 

16.4b 
22.7a 
25.4a 
26.4a 

12.9 
18.2 
16. 3 
16.4 

* * * 

9. 54a 13.9a 
6.02b 10.8b 

9. 78a 
8.59b 

25.3a 
21. 6b 

15. 7 
15.3 

** ** ** ** *キ ** 
68.0a 
65. 3b 
64.6b 
64. 5b 

2.27a 
1. 99ab 
1. 70b 
1. 77b 

2.71 
2. 70 
2.60 
2.66 

5. 50c 
7. 58b 
9. 14a 
8.89a 

10. 5c 
12. 3b 
13.4a 
13. 3a 

8.47b 
9. 18ab 
9. 52a 
9. 56a 

21. 1d 
23.1c 
25.4a 
24. 3b 

15.1c 
16.0a 
15.9ab 
15.2bc 

** * 有意差検定

(交互作用効果)
黒ボク士O.Okg
JI 0.4kg 
JI 0.8kg 
11 1. 2kg 

混層土O.Okg
JI O. 4kg 
JI 0.8kg 
" 1. 2kg 

64.7a 
63.8ab 
62.3b 
63.6ab 

71. 2a 
66.9b 
66.8b 
65. 3b 

** 

2.27 
1. 75 
1. 51 
1. 71 

2.27 
2.22 
1. 90 
1. 83 

** 

2.48 
2. 79 
2.46 
2.63 

2.93 
2.60 
2. 73 
2.68 

ホ*

8.23b 
9. 23ab 
10. 7 a 
9.98a 

13.0 
13.8 
14. 7 
14. 3 

7. 96b 
10. 8 a 
12.2 a 
12. 3 a 

9.39 
9.88 
9.87 
9.98 

7. 55 
8.48 
9. 18 
9. 14 

** 

24.5b 
23.9b 
27.3a 
25.6ab 

17.7b 
22.3a 
23.5a 
23. 1a 

** 

15.4b 
15.3b 
16. 7a 
15. 1b 

14.8b 
16.6a 
14.6b 
15.2ab 

有意差検定 ** ** 

2. 76c 
5. 93b 
7.57ab 
7.81a 

** ** ** 
注 1)**. *はそれぞれ 1%. 5 %の危険率で有意差あり
2 )異符号聞にはTukeyの多重検定により 5%の危険率で有意差あり
3 )表中の各数値はでん粉含量(生)を除きすべて蒸しいもでの分析値
4 )甘味度スクロース x1. 0) + (グルコース xO. 69) + (フルクトース x1. 5) + (マルトース XO. 46) 
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なお，いずれの試験区でも過繁茂による収量減(つるぽ

け)の現象はみられなかった.

(2)サツマイモの内容成分

施肥量，土壌の種類および試験年次ごとのいもの各成

分含量を表 1に示す. 2004年の蒸しいものマノレトース含

量および全糖含量は，黒ボク士区でそれぞれ10.0%，

13.2%，混層士区でそれぞれ7.78%，11. 3%で，黒ボク

土区が混層土区に比べ高かった.甘味度は，黒ボク土区

で8.47，混層土区で7.66，生いものでん粉含量は黒ボク

土区で29.8%，混層土区で21.3%で，甘味度，生いもの

でん含量ともに黒ボク士区が混層土区に比べて高かっ

た.水分は黒ボク土区62.3%，握層土区69.3%と混層土

区が黒ボク土区を上回った. 2005年および2006年も同様

の傾向であった.

施肥量聞で比較すると， 2004年のマルトース含量は無

施肥で7.51%，標準施肥で8.59%，2倍施肥で9.90%，

3倍施肥で9.62%と無施肥から 2倍施肥までは施肥量が

増加するほど高くなる傾向にあった.全糖含量および甘

味度も同様であった.また， 2005年および2006年も同様

の傾向であった.

黒ボク土と混層土の各土壌ごとの施肥量聞で比較する

と， 2005年および2006年の混層土区において，縮肥量の

増加に伴い，マルトースおよび全糖含量が増加した.し

かし，黒ボク土壌においては，施肥量の増加に伴うマル

トースおよび全糖含量の増加傾向は明らかでなかった.

(3)食味官能試験

2005年に実施した蒸しいもの食味官能試験について，

図3に黒ボク土区での甘さの評価，図 4に混層土区にお

ける甘さの評価を示す.食味評価の甘さの評価値と総合

評価値は同様の傾向であった(データ略).黒ボク土区

では，施肥量の違いによる甘さに有意差は認められなか

った.混層土区の無施肥の甘さは一o.75で，標準施肥区

に比較して低く 3倍施肥区の甘さは1.10であった.ま

た，同一施肥量聞で黒ボク土区の食味評価値

を対照とした混層土区の食味評価値を図 5に

示す.無施肥で比較すると，黒ボク土区の食

味評価値 Oに対して，混層土区の甘さは

-1. 25で、低かったが，施肥量が増加すると，

黒ボク土区と混層士区の食味評価値の差は小

さくなる{頃向であった.

(4)サツマイモの窒素含有率
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図 3 黒ボク土区における施肥量聞の甘さの
食味評価値の比較 (2005年)

注)NO.4kg区を対照とする
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図 5 悶一施肥量問で黒ボク土区を対照とした
混層土区の甘さの食味評価 (2005年)

注)材， *はそれぞれ 1%， 5 %の危険率で有意差あり

ロつる図いも

サツマイモのつるおよびいも中の窒素含有

率を図 6に示す.つるの窒素含有率は黒ボク

土区で1.58~ 1. 63%，混層士区で1.16~ 1. 44 

%であった.いもの窒素含有率は黒ボク土区

0.0 

1鞄 IN Okg I山 i0.8kg I 1.2kg I 

図6 各土壌区の施肥量とサツマイモの窒素含有率 (2006年)
注)パーは標準偏差を示す



窒素吸収量及び施肥窒素の利用率 (2006年)

試験区 黒ボク土

項目 NO.O NO.4 NO.8 

つるの窒素吸収量 0.35 0.48 0.61 

いもの窒素吸収量 0.23 0.35 0.48 

窒素吸収量の合計 0.58 0.83 1.09 

無窒素区の吸収量を

除いた窒素吸収量

施肥窒素の利用率 62.5 63.8 44.2 50.0 66.3 

注)施肥窒素の利用率=(無窒素区の吸収量を除いた窒素吸収量)/(施肥窒素量)x 100 

[27] 
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NO.O 

O. 08 

0.09 

0.17 

N1. 2 

0.61 

0.50 

1.11 

表 2でO.35~0. 52%，混層土

区でO.27~0. 38%であっ

た.

表 2にサツマイモによ

O. 52 

43.3 

0.53 0.20 0.00 0.53 O. 51 0.25 0.00 
る施肥窒素の利用率を示

窒素吸収量は，いず

れの土壌も施肥量の増加

す.

無施肥に伴い増加した.

黒ボク士区および混層土区における窒素施用量と生い混層土区黒ボク土区O.58kg/ a ， での窒素吸収量は，

もの8 アミラーゼ、活性との関係を 3カ年の平均で図 9O. 17kg/ aで，黒ボク土区が混層土区に比べて高かった.

1， 130~ 

土

黒ボク土区の8ーアミラーゼ、活性は，

2， 190uni ts/m1，混層土区で259~1 ， 290units/ml で，

壌別にみると，黒ボク土区が混層土区に比べて高かった.

また，窒素施用量間でみると，黒ボク士区，混層土区い

ずれの土壌の8一アミラーゼ活性も，窒素施用量の増加

に示す.みかけの窒素成分収支からみた窒素利用率は，黒ボク土

2倍施肥が高く， 3倍施肥

では低くなることが認められた.

混層土区とも標準施肥，区，

に伴い上昇した.

おいしさに及ぼす要因の解析

(1)窒素施用量と生いものでん粉含量との関係

黒ボク土区および混層士区における窒素施用量と生い

2 

(4) s アミラーゼ活性とマノレトース含量との関係

生いもの8ーアミラーゼ活性と蒸しいものマルトース

。ーアミラーゼ、活性が高いほ含量の関係を図10に示す.

ど蒸しいものマルトース含量が高くなる傾向がみられ

。ーアミラーゼ活性が1，500units/ml以上

での，マノレトース含量の増加は小さかった.

(5)いもの窒素含有率と 8ーアミラーゼ活性との関係

図11にいもの窒素含有率と 8 アミラ}ゼ活性との関

いもの窒素含有率と 8ーアミラーゼ、活性との

しカミし，た.

ものでん粉含量との関係を 3カ年の平均で図 7に示す.

でん粉含量は，黒ボク士区で27.0~29. 3%，混層土区で

17. 3~24. 3%で，土壌別にみると黒ボク土区が混層土区

を上回った.窒素施用量聞でみると，黒ボク土区では，

施肥量を増加しでも，でん粉含量は増加しなかったが，

2倍施肥NO.8kgまで増加する傾向であっ混層土区では，

係を示す.

た.

(2)でん粉含量とマルトース含量との関係

図8に生いものでん粉含量と蒸しいものマノレトース含 聞には高い正の相闘を認めた.

(6)土壌の可給態窒素量と 8ーアミラーゼ活性との関係

可給態窒素量と 8ーアミラーゼ活性との関係を図12に

生いものでん粉含量と蒸しいものマル

トース含量には正の相聞が認められた.

(3)窒素施用量と生いもの3 アミラーゼ活性との関係

量の関係を示す.

黒ボク士区で23.8~37.9mg/kg，可給態窒素量は，

-黒ボク土
O混層土
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O 
O 
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。

県内のサツマイ

モ産地の可給態窒素量は， 3.88~46.3mg/kgであった.

土壌の可給態窒素量が高いほ場で栽培されたサツマイモ

の8ーアミラーゼ活性は高い傾向がうかがえた.

混層土区で6.40~ 11. 5mg/kgであった. 

• 
察

土壌の種類および施肥量の違いがいもの内容品質お

よび食味に及ぼす影響

(1)サツマイモの生育・収量

考
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サツマイモのつる重は，年次変動があるものの，

壌区とも施肥量の増加に伴い増加する傾向であった.特

両土0.6 0.4 0.2 

O 

O 

に，混層士区では，施肥量0.8kgまで明らかに増加した.

黒ボク士区の上いも収量は，無施肥が施肥区に比べやや

いもの窒素含有率(%)

いもの窒素含有率と 8ーアミラーゼ活性との
関係(2006年)

図11

3倍施肥区2倍施肥区，低収であったが，標準施肥区，

これに対して，の上いも収量に差は認められなかった.

混層士区の上いも収量は，無施肥区から 2倍施肥区まで

3倍施肥区は 2倍施肥区と同等であった.

2004年から2006年の聞に，混層土区の生育，収量が低

下したのは，本ほ場が10年以上無作付けで，土づくりが

なされておらず，サツマイモの 3年連作で地力を消耗し

たことも一因と考える.

2005年と2006

年の混j言土区の無施肥以外は，本県青果用サツマイモの

平均収量5)以上で，内容成分や甘さの解析に支障はない

増加したが，O 
y = 30.259x + 1178.3 

~ = 0.2581* 

O 

本試験で得られたサツマイモの収量は，

3000 

さ2500

運2000
1 1500 
b 1000 
ト

ca. 

3500 

500 

O 

と判断する.

生育，収量面から考えると，黒ボク士ほ場の施肥量は，

これまでの標準施肥量である窒素O.4kg/ a程度4)が適す

ることが本試験でも確認された.

ほ場では，

しかし，今回の混層土

2倍施肥の窒素O.8kg/ a程度まで増肥しでも

50 20 30 40 
可給態窒素量(即位g)

土壌の可給態窒素量と Hーアミラーゼ、活性
との関係(2004年)

10 O 

図12
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良いと判断される.

(2)サツマイモの内容成分

蒸しいものマルトース含量および全糖含量，甘味度，

生いものでん粉含量は，黒ボク士区が混層土区に比べて

高かったが，水分含量に関しては逆の傾向であった.施

肥量聞で比較すると，マノレトース含量は無施肥から 2倍

施肥まで高くなる傾向にあった.しかし，交互作用が有

意なことから，黒ボク土区と混層土区の各土壌区ごとの

施肥量間で比較を行った.

その結果，混層士区においては，施肥量の増加に伴い，

マノレトースおよび全糖含量含量が増加する傾向にあっ

た.しかし，黒ボク土区においては，施肥量の増加に伴

うマルトースおよび全糖含量の増加は明らかでなかっ

た.

小野ら叫は，淡色黒ボク士畑では，窒素を増肥すると

蒸しいものブリックス，いも粉の加熱後の全糖濃度およ

び加熱による糖増加量が高まったが，腐植質黒ボク士畑

では，窒素施用量に影響されないと報告しており，これ

は本報と同様の結果であった.腐植質黒ボク土畑と淡色

黒ボク士畑との地力差が本報の黒ボク士区と混層土区と

の地力差に類似していたためと推察される.

(3)食味官能試験

サツマイモの食味，すなわちおいしさには，甘さと肉

質が大きく関与している.そのうち，粉質や粘質などの

肉質は人の好みで分かれると考えられ，おいしさとして

の総合評価には反映されにくく，おいしさは甘さとの相

闘が高い aことが報告さている.

黒ボク士区のサツマイモの甘さは，施肥量の違いによ

る有意差は認められなかった.混層土区での甘さは，標

準施肥区に比較し，無施肥区で劣り 3倍施肥区で優っ

た.黒ボク土区と混層土区の甘さを同一施肥量間で比較

した結果，施肥量の増加に伴い，両土壌区の甘さの差が

少なくなったことから，甘さの少ない混層土区のサツマ

イモでも施肥量を増加することで，黒ボク土区並みのサ

ツマイモの甘さに近づくことが示唆された.

この土壌，施肥量ごとの食味評価値は，蒸しいものマ

ルトースおよび全糖含量のそれの状況と一致していた.

しかし，糖含量にある程度の差がないと食味評価値に反

映せず，また，マルト}ス，糖含量が高いレベルでは，

食味評価値に差がでにくいと考えられる.

(4)サツマイモの窒素含有率

a小川 仁・梯 美仁 2003. 高品質・良食味サツマイ

モ新品種の開発と省カ・安定生産技術の確立，近畿中国

四国農業試験研究成績・計画概要集

サツマイモの窒素含有率と糖含量との関係について

は，小野ら叫が蒸しいものブリックス値といも中の窒素

含有量との聞に正の相関があることを認めている.また，

山川ら凶も12品種・系統のいも中の窒素含有量とマノレト

ース生成量を分析した結果，窒素含有量の高い九州116

号のマルトース生成量が最も高かったと報告している.

そこで，土壌別のサツマイモの窒素含有率をみると，

つる，いもともに黒ボク土区が混層土区に比べて高かっ

た.また，施肥量ごとにみると，施肥量の増加により窒

素含有率は高くなった.窒素含有率は，つる，いもとも

に多施肥により高くなったことに伴い，窒素の養分吸収

量も同様の傾向を認めた.

黒ボク土区および混層士区における無施肥の蜜素吸収

量の差は，地力の高低を反映していると考えられる.い

もの窒素含有率は施肥量の増加に伴い高くなり，その増

加程度は混層土区では低く，黒ボク土区で高い.食味評

価値については，混層土区で多施肥による食味向上効果

が認められるが，黒ボク土区では明らかでないことから，

地力が高い条件下では施肥による食味向上効果は現れに

くいと考えられる.

生育，収量に加え，食味向上の観点から，サツマイモ

の適正施肥量を考えた場合も，地力の高いほ場では，施

肥窒素O.4kg/ a程度が適し，地力が低い土壌では， 窒

素O.8kg/ a程度が望ましいと考えられる.

2 おいしさに及ぼす要因の解析

サツマイモの生いも中には，遊離糖としてフルクトー

ス，グルコース，スクロースが含まれるが，加熱調理に

よって，。ーアミラ}ゼ酵素がでん粉を分解してマルト

ースを生成するため，蒸しいもや焼きいもには4種類の

糖が含まれる7)フルクトースとグルコース含有量は少

量で，食味にそれほど影響はないと考えられ，加熱調理

後の甘さはスクロースとマノレトース含有量でほとんどが

決定される同.

下園ら 14)は，‘高系14号'のスクロースは180日間の貯

蔵で，貯蔵開始時より 2.20%増加したが，マルトースは

減少傾向がみられたと報告している.

これらのことから，いもの食味と施肥や土壌条件との

関係を解析するには，収穫直後のいもが妥当と考え，甘

さを決定する主要成分であるスクロースとマノレトースの

うち，加熱調理で増加するマノレトースについて検討した.

すなわち，甘さを向上させるためには，蒸しいものマル

トース含量を増加させる必要がある.マルト}ス含量を

増加させるためには，マルト}スの素となるでん粉を増

やすことと，マノレトースを生成する s-アミラーゼ活性
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を高めることができれば良いことになる.

(1)窒素施用量と生いものでん粉含量との関係

黒ボク土区と混層土区において，施肥量の増加に対す

る生いものでん粉含量の変化が異なったのは，施肥量の

増加により黒ボク土区に比べて混層土区のサツマイモの

生育が良くなり，でん粉が蓄積されたことによると考え

られる.

(2)生いものでん粉含量とマfレトース含量との関係

生いものでん粉含量が増加すると蒸しいものマルトー

ス含量が増加した.図 8において，黒ボク土区は上位座

標にプロットされているが，混層土区のなかでも黒ボク

土群と同レベルにプロットされたものは，施肥量の増加

によりでん粉含量が増加したものである.このことから，

特に混層土区では，施肥量の増加によって，いものでん

粉含量が増加し，マノレト}ス含量が高くなっている.

(3)窒素施用量と生いもの 8ーアミラーゼ、活性との関係

。 ァミラーゼ活性は，黒ボク土区が混層土区より高

かった.また，窒素施用量聞でみると，黒ボク土区，混

層士区いずれの土壌でも，。ーアミラーゼ、活性は窒素施

用量の増加に伴い 3倍施肥まで上昇した.犬飼ら3)は

窒素増肥区で栽培したいもの8ーアミラーゼ活性は標準

区に比べて高かったと報告しており，本試験でも同様の

結果を得た.

(4) s-アミラーゼ、活性とマルトース含量との関係

。ーアミラーゼ活性が高くなると蒸しいものマルトー

ス含量が高くなるが，。ーアミラーゼ、活性がある程度以

上になると，マノレトース含量への影響は少なくなると考

えられる.

図9に示すように，混層土区では，。ーアミラーゼ活

性が 1 ， 000~1 ， 500units/mlに達するためには 2~3 倍の

施肥をする必要がある.そのため，混層士区での施肥量

の増加は8一アミラーゼ活性を上昇させ，マノレトース含

量が増大することにより，甘さが増大し，その結果，食

味を向上させることになる.しかし，黒ボク土区では，

標準施肥で3 アミラーゼ、活性が1，500units/ml付近ま

で達しているため，これ以上の増肥により ，s アミラ

ーゼ、活性を上昇させても，マノレトース含量の増加が少な

く，このことから，食味向上効果が明らかでなかったと

考える.

(5)いもの窒素含有率と 8ーアミラーゼ活性との関係

いもの窒素含有率や窒素吸収量が高いことは，いも体

内の蛋白含量が多いことであることから，。ーアミラー

ゼ酵素の活性が高いと推察される.その結果，マノレトー

ス含量が増加し，食味評価が高まると考えられる.

いもの外観品質向上には，赤ホヤや砂の客土が有効口}

であるが，梯ら 6)は窒素成分の少ない土壌の客土がいも

の8 アミラーゼ活性を低下させ，糖度を低下させる可

能性を指摘している.一方，客土により土壌水分が低下

することにより，いもの水分も低下し，相対的にでん粉

含量が増加し，その結果，糖含量が増加するととも考え

られる.これらのことから，食味を向上させるための客

土にあたっては，施肥量を増やすなどの管理も必要で、あ

るといえる.

(6)土壌の可給態窒素量と 8一アミラーゼ活性との関係

土壌の可給態窒素量が高いとサツマイモの8ーアミラ

ーゼ活性が高い傾向にあったことは，窒素施用量だけで

なく，土壌の地力もサツマイモの食味評価に関与してい

ると示唆される.小野ら 12)は，サツマイモの安定収量を

確保し甘味を高めるために，可給態窒素量の違いで施肥

量を決定する必要性を述べている.

適正に管理された地力の高いほ場では，いもの8ーア

ミラーゼ活性が高く，増肥による食味向上は難しいと考

えられる.食味向上のための増肥は，ほ場の可給態窒素

量など，地力の状況を把握して行う必要があると考える.

サツマイモの食味向上のためには，多施肥が有効であ

ったが，土壌の種類，前作の影響，窒素養分の土壌残存

状況などを考慮して施肥量を決定する必要がある.近年，

新規参入で企業などが耕作放棄地に新たにサツマイモを

栽培しているが，このような畑では特に地力が低く，サ

ツマイモの食味低下が懸念されるので，地力を高める(窒

素)施肥管理が有効であると考える.また，安定的に収

量を確保し，おいしいサツマイモを生産するためには，

堆肥投入などの基本的な土づくりが重要で、あることは無

論である.
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Analysis of Factors and Irnprovernent of Taste of Sweet Potato Benisatsurna 

Takashi Kume， Ken-ichiro Ikeda， Tetsuji Matsuzaki and Shinya Kashiwagi 

Summary 

In recent years， the consumer expects tasty of sweet-potato as well as q田 lityof appearance. Therefore， we analyzed factors re1ated 

in sweetness of sweet potato by analysis components of these and the influence of fertilizer application. From these reasons， we 

considered sweetness is one of the most important factors that determine palatability of sweet po匂to.

Results obtained were summarized as follows: 

s-amylase activi勿 offresh roots was heightened by increase of fertilizer application， and maltose contents in steamed roots were 

increased， as a resu1t， taste of sweet potato was improved. In addition， maltose contents in steam巴:droots was increased as increase of 

starch contents in fresh roots. 

It was different on s司amylaseactivity by cultivation conditions such as the variety of the soil under the condition of the same 

fertilizer applied leve1. In the field with the high productivity， the effect of increase of fertilizer application for improvement of taste was 

not clear. However， in the field with the low productivity， the starch contents was increased by the 2 times compared with standard rate 

of fertilizer application， s-amylase activity was heightened， and taste of sweet potato was improved 

Keywords: s -amylase activity， Fertilizer application， Maltose， Starch contents， Sweetness 
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